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2)「 ア ジ ア 地 域 の 植 物 バ イ オ マ ス を 活 用 した 循環 型 材 料 の 開発

～ タ ンニ ン ・ス ク ロー ス接 着剤 を用 いた木 質 成形 体 に

対 す る ク エ ン酸 の 添加 効 果 ～ 」

梅村 研二(京 都大学 ・生存圏研究所)
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3.研 究概要

縮合型タンニンは比較的反応性が高く、接着剤原料として古くから研究されているが、接

着剤化にはアルデヒド化合物やアミン化合物、合成樹脂などの化石資源由来の化合物との反

応が必要であった。当研究室では、縮合型タンニンにスクロースを加えると接着剤として利

用できることを見出し、木質材料への適応性について研究を進めている。今年度は、タンニ

ン・スクロース接着剤を用いた木質成形体の作成に対するクエン酸の添加効果について検討

した。その結果、クエン酸の少量添加は熱圧温度の低下や熱圧時間の短縮に有効であること

が示唆された。
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